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去
る、

１１
月３日（日）南

足柄市役所、駐車場

に
て
市

内
の
商
工
関
係
者
が
一
丸
と
な

って

取
り
組
み
ま
し
た
商
工
祭

り
が
開
催
されました。

当
日
は
晴天。関係者

の
運

営、来場者

の
足
に
は
こ
れ
ぞ

と
な
い
天
候
に
恵
ま
れ
て
お
り

ました。
本
年
は
例
年
と
同
様
の
ラー

メ
ン
の
販
売
を
行
いました。

種
類
は、

オーソド

ックス

尚

且
つ
多
く
の
方
か
ら
愛
し
て
や

まない、

醤
油
ラーメン

の
販

売
を
行
いました。

推
し
は
分

厚
い
チャーシュ

ー
で
す
w

売
れ
行
き
は
好
調
！
お
昼
前

少々、大量注文

が
入
る
と
大

変
でしたが、

参
加
し
て
頂
い

た
青
年
部
の
メンバー

の
ご
協

力
も
ありまして、お

客
様
か

ら
の
キャンセル

等
も
な
く
対

応
出
来
ま
し
た
！
！
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
！
！

鈴
木
敬
太

１１
月
例
会
と
し
て
１
月
14

日、一般社団法人神 小
企
業
診
断
士
会
の
川
名
勝
経

氏
を
講
師
に
迎
え
て
経
営
セ
ミ

に
注
文
が
殺
到

し、

大
量
注
文
を

頂
き、

完
売
へ
の

ゴール

は
目前。

午
後
２
時
こ
ろ

に
は
目
標
数
の

２
０
０
杯
を
完

売
い
た
し
ま
し

た。

ナー「〝１／２〟

の
コ
ス
ト

で〝２

倍〟

の
人
手
を
採
用
す

る
?!
」を

開
催
しました。

当
日
は
青
年
部
員
や
一
般
会

員
さん、ご

協
力
い
た
だ
い
た

中
栄
信
用
金
庫
の
関
係
者
の

方
々
な
ど
30
名
以
上
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ました。
セミナー

では、

川
名
先
生

が
経
営
さ
れ
て
い
る
㈱
は
な
ま

る
フードサービス

で
の
実
例

を
交
えて、

人
材
確
保
に
対
す

る
経
営
者
と
し
て
の
心
構
え
や

労
働
人
口
が
減
少
し
て
い
く
な

かでどういった

対
策
を
打
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

かなど、

多
く
の
中
小
企
業
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
頂
きました。

実
例
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た

は
な
ま
る
フードサービス

の

従
業
員
の
方
た
ち
の
は
じ
け
る

よ
う
な
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的

で、

経
営
者
と
従
業
員
が
お
互

い
に
働
く
意
義
や
追
い
求
め
る

幸
せ
に
対
してまっすぐに

取

り
組
んでいるからこ

の
屈
託
の
な
い
笑
顔
が
出
せ
る

の
か
な
と
感
じました。

川
名
先
生
に
は
気
さ
く
な
雰

囲
気
で
セミナー

参
加
者
に
接

していただき、

講
演
後
も
熱

心
に
自
分
の
事
業
所
内
で
の
課

題
に
つ
い
て
相
談
す
る
参
加
者

の
姿
もあり、

今
後
の
事
業
所

経
営
の
ヒ
ン
ト
が
も
ら
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
います。

今
後
も
青
年
部
として、

若

い
感
性
か
ら
の
切
り
口
か
ら
実

益
あ
る
講演会、

セミナー

が

開
催
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す。

青
木
伸
悟

セミナー

開
催
の
様
子
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地域別最低賃金 

令和元年 10 月 1 日から

神奈川県の地域最低賃金は、時間額

１，０１１円 
となりました。これは、県内で働く常用･臨

時･アルバイトなど全ての労働者に適用されま

す。

近
年
Do
ト
ラ
イ
を
発
行
す

るにあたり、

紙
ベース

は
や

め
た
方
が
良
い。

部
員
に
向
け

て
の
記
事
は
や
め
た
方
が
良
い

など、

Do
ト
ラ
イ
の
発
行
意
義

が
問
われています。

年
間
行

事
があって

委
員
長
な
ど
が
担

当
例
会
の
記
事
依
頼
が
さ
れ

て、

Do
ト
ラ
イ
の
記
事
が
集
ま

り
事
務
局
が
構
成
し
発
行
さ
れ

ます。
確
かに、

記
事
書
く
の
が
面

倒
だったり、

最
近
は
期
限
内

に
出
せ
な
い
人
がいたり、

Do

ト
ラ
イ
へ
の
思
い
が
衰
退
し
て

る
よ
う
に
感
じます。でも

私

の
考
え
は
Do
ト
ラ
イ
は
や
め

たくありません。
最
近
私
は
古
い
Do
ト
ラ
イ

の
記
事
を
良
く
読
ん
で
い
ま

す。
そ
う
す
る
と
、
先
輩
の
当
時

の
例
会
に
対
し
て
の
思
い
や
熱

量
・
当
時
の
様
子
が
文
章
と
し

て
残
っているので

青
年
部
の

歴
史
が
分
か
り
凄
く
勉
強
に
な

ります。
特
に
編
集
後
記
などは、

記

事
に
自
由
度
が
高
いので、

今

今
回
の
編
集
後
記
は、

私
の

便
器
記
事
ファン

も
い
ま
す

が、お

休
み
し
て
Do
ト
ラ
イ
に

つ
い
て
私
の
思
い
を
書
い
て
行

こ
う
と
思
います。

ま
で
ど
ん
な
事
を
書
い
て
る
か

な
？
と
か
を
読
み
返
せ
ま
す

し、

文
章
に
し
て
残
し
記
録
す

る
事
は
と
て
も
大
事
な
事
だ
と

改
め
て
思
いました。

私
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
文

章
を
書
く
事
は
好
き
な
の
で

Do
ト
ラ
イ
推
奨
派
です。

Do
ト
ラ
イ
を
発
行
す
る
事
に

よって、

今
現
状
の
青
年
部
活

動
が
良
く
分
かります。

青
年
部
を
卒
業
さ
れ
た
先
輩

達
が
読
む
事
によって

会
話
の

きっかけや

交
流
の
一
部
と
な

れ
ば
嬉
しいです。

Do
ト
ラ
イ
の
記
事
の
中
で

普
段
思
ってる

事
や
感
謝
の
言

葉、

み
ん
な
に
伝
え
た
い
事
な

ど
自
由
に
楽
し
く
書
い
て
み
る

のはいかがでしょうか？

現

在
№
１
１
７
号
ま
で
発
行
さ
れ

ております。
こ
の
歴
史
あ
る
Do
ト
ラ
イ

続
け
て
行
け
る
よ
う
に
頑
張
り

たいです。

髙
橋
龍
輔

上
支
部
長
の
赤
坂
です。

令
和
２
年
２
月
27
日、新入部

員
の(

有)

長
崎
畜
産

長
崎

光
次
君
が
育
てた「

相州牛」

が
食
べ
れ
る
小
田
原
の
和
牛

屋
さ
ん
で

待
望
の
第
２
回支部会（上下

合
同
だ
け
ど
笑)

を
開
催
い

た
し
ま
し
た
！

こ
の
日
はなんと！「

相
州

牛」

の
生産者、長崎光次君

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
美
味

し
く
食
べ
れ
る
こ
と
が
で
き

と
て
も
良
かったです。

よ
く
食
べ、よく

飲
み、よ

く
語
り、あ～これが

青
年
部

か
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た

(

笑) 上
下
合
同
支
部
会
に
お
集

ま
り
い
た
だ
い
た
方
々
あ
り

がとうございました

赤
坂
龍
人

今
回
は、

部
員
一
人
一
人
が

物
事
について、まじめに

向

き
合
っているというのが

垣

間
見
え、みな

経
営
者
な
な
の

だなぁ。。。
よかった。

永
田
準
一

上
下
合
同
支
部
会

開

催

氏  名 長﨑 光次さん 

事業所名 ㈱長崎畜産 

業  種 食肉卸業 

所 在 地 南足柄市竹松 

所  属 上支部 

～コメント～ 

40 代での入部となりました

が、皆さんどうぞよろしくお

願いいたします。 

令和元年度 新入部員

３
月
例
会

じゃ、そーゆーことでー

編
集
後
記


